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3月3日、筑後乃国阿蘇神社で海津御田植祭（市指定
無形民俗文化財）が行われました。この祭りは江戸時
代に始まったもので、行列が地域を練り歩いた後、神
社の境内で氏子や早乙女姿の子どもたちが田植え
歌を掛け合いながら豊作を祈願しました。

早乙女姿で豊作祈願

市ホームページ

九州各地の剣士が熱戦を繰り広げる

3月10日、高田体育館でみやま旗争奪九州選抜少年剣道大会が開催されました。九州各地から集まった剣士たちが
競う本大会は、小学生の部・中学生の部に分けられ、計96チームが参加。激しい打ち合いが繰り広げられ、小学生の
部・中学生の部ともに福岡市の如水館が優勝を果たしました。みやま市からは各部に4チームが参加し、小学生の部
ではみやま少年Aがベスト16、中学生の部では瀬高中学校がベスト8の成績を残しました。

3月3日、まいピア高田で青少年健全育成スプリング
コンサートが開催されました。高田中ブラスバンド部
とブリヂストンK2BANDが、邦楽やクラシックメド
レーなどを披露。コラボ演奏も行われ、息の合ったパ
ワーあふれる音楽が会場に響きました。

迫力ある演奏を披露

2月25日、まいピア高田で環境講演会が開催されま
した。（一社）ワン・ヘルス・クリエイツの芝田良倫さん
の講演「環境保全はワンヘルスの理念」や、山門高校
Oneヘルスクラブの活動発表などが行われ、参加者
は環境保全とワンヘルスの関係について学びました。

環境保全からワンヘルスを学ぶ

令和6年能登半島地震で被災した石川県穴水町への支
援のため、市は3月19日から職員1人を派遣しました。
3月13日の激励式では、派遣される大久保光さんが「み
やま市での経験を生かして、被災地の負担を少しでも減
らせるように率先して動きます」と決意を語りました。

能登半島支援のため職員を派遣

3月14日、市内の小学校で卒業証
書授与式が行われ、277人の児童
が卒業しました。瀬高小学校では
70人の児童が卒業。名前を呼ば
れた児童は大きな声で返事をし
て、卒業証書を受け取りました。上
田理彰校長は卒業生に「苦しいこ
とや困難なことから逃げずに、強
い心を持って正しいと思う道を選
択してください。そうしたら、必ず
達成感や充実感を味わうことが
できます」と言葉を贈りました。卒
業生たちは、友だちや恩師と共に
過ごした思い出、家族への感謝を
胸に、新たな道を歩み始めます。

思い出いっぱいの6年間

メタバースで市の魅力を発信

3月16日、清水山荘で、市の魅力やメタバースの良さをPRする動画の撮影が行われ、１月から２月にかけて開催さ
れた「魅力発信人材」市民講座の受講生が、ライブ配信さながらに機材を操作して撮影をしました。公開されたメタ
バース（仮想空間）では、実際に参道を散策しているような体験ができ、清水山の歴史、自然、文化財や清水寺副住職
の鍋島隆清さんによる解説など、盛りだくさんの見どころが配信されました。

2月25日、旧開小学校周辺で市消防団春季消防演
習が行われました。演習では、周辺に水利がない火
災現場を想定し、分団間で連携しながら放水体制を
確認。演習終了後は火災予防を呼びかけるためのパ
レードが市内全域で実施されました。

火災に備え、連携を深める

じょすいかん

3月22日、青少年文化・スポーツ表彰式が行われ、全国
大会で優秀な成績を収めた天野瑶子さん（輝翔館中2
年・競技かるた）、堺優杏さん（瀬高小3年・空手道）、
又田天花さん（高田中3年・リズムダンス）、田中珀娃
さん（山川中2年・水泳競技）が表彰されました。

全国大会で活躍した小・中学生を表彰
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